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Cefluprenamの 産婦 人科領域 におけ る臨床 的検討

平林 光 司 ・岡田 悦子

国立福山病院産婦人科*

新 しいセフェム系抗生物質cefluprenam(CFLP)に ついて臨床的検討を行い,以 下の成績 を得た。産

婦人科領域の感染症患者9例 に本剤19を1日2回,5日 間点滴静注した。産褥子宮内感染4例,子 宮留

膿腫1例,骨 盤死腔炎2例,リ ンパ嚢胞化膿症1例,腹 壁膿瘍1例 の計9例 の臨床効果は,有 効7例,

無効2例 であった。細菌学的効果は消失2例,一 部消失2例,菌 交代1例,不 明4例 であった。副作用

および臨床検査値の異常変動は認め られなかった。
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Cefluprenam(CFLP) はエーザ イ株式会社で合成開発

された新規の半合成注射用セフェム系抗生物質である。

本剤は黄色ブ ドウ球菌を含むグラム陽性菌か ら緑膿菌を

含むグラム陰性菌 まで広範囲な抗菌 スペ クトルを有 し,

特に従来の第三世代セフェム剤で効果の得 られなかった

Enterococcus faecalis にペニシリンと同等の抗菌力を示

すことが認め られている12)ま た,本 剤は各種細菌が産

生するβ-lactamaseに 対 し安定でかつ結合親和性がき

わめて小さい3)。本剤は静注,点 滴静注で高い血中濃度が

得られ,β相の半減期は約1.9時 間であ り24時 間以内に

93.9%が 尿中に排泄され,代 謝を受けないことが確認さ

れている2)。

今回,我 々は産婦人科領域感染症に対 し本剤の臨床的

検討を行 う機会 を得たので,そ の成績を報告する。

対象は1992年6月 から1992年9月 までに国立福山病

院産婦人科に入院した種々の感染症患者の うち,GCP基

準に則 り本剤使用の同意の得られた9例 を対象とした。

感染症の内訳は産褥子宮内感染4例,子 宮留膿腫1例,

骨盤死腔炎2例,リ ンパ嚢胞化膿症1例,腹 壁膿瘍1例

の計9例 であった。年齢は19歳 か ら64歳 であった。

投与方法は1回19を1日 朝 ・夕2回 点滴静注で5日

間使用した。

臨床効果の判定は臨床症状,検 査所見の推移から著効,

有効,無 効,判 定不能の4段 階で行 った。

著効:主 要 自他覚症状が3日 以内に著 しく改善または

消失し,治 癒に至 った場合

有効:主 要 自他覚症状が3日 以内に改善の傾向を示 し,

その後治癒 した場合

無効:主 要 自他覚症状が3日 経過 しても改善が認め ら

れないか悪化 した場合

判定不能:判 定不能例

ただし,手 術,切 開などの外科的療法を併用 して著効

であったものは,著 効 とせず有効 とした。

成績についてはTable 1に 本剤投与症例の年齢,診 断

名,基 礎疾患,分 離菌,投 与量,投 与期間,総 投与量,

臨床効果,細 菌学的効果および副作用 ・臨床検査値 の異

常変動の有無を示 した。

疾患別臨床効果は産褥子宮内感染4例 はすべて有効,

子宮留膿腫の1例 は有効,骨 盤死腔炎2例 中1例 は有効,

1例 は無効,リ ンパ嚢胞化膿症1例 は無効,腹 壁膿瘍1例

は有効であった。骨盤死腔炎の無効例は,基 礎疾 患に卵

巣癌(III期)が あ り,本 剤を5日 間投与するも38℃ 台の

熱が続 き,自 覚症状 も改善せず,炎 症反応も悪化 したた

め無効 とした。 リンパ嚢胞化膿症の1例 は本剤投与3ヶ

月前に子宮頸癌(IIb期)の ため広汎手術 を施行 してお

り,本 剤を5日 間投与 しても38℃ 台の熱が解熱せず,自

覚症状は軽度改善 したが炎症反応に変化が認められず無

効 とした。細菌学的効果は9例 中消失2例,一 部消失2

例,菌 交代1例,不 明4例 の成績であった。菌種別には

8菌 種10株 が分 離 さ れ, coagulase negative Sta-

phylococci,Staphylococcus epidermidis,E.faecalis,

Peptostreptococcus anaerobius,Prevotella bivia 各1株 お

よび Escherichia coil 2株 の計7株 が消失 し,E.faecalis,

Enterococcus avium の計2株 が存続, Staphylococcus

aureusl株 は不 明 で あ っ た。 す な わ ち不 明1株 を 除 く9

株 中7株 が 消 失 した。 こ れ らの 検 出 さ れ た 推 定 起 炎 菌 お

よび 交代 菌 の うち,CFLPのMIC(μg/ml)を 測 定 し得

た7株 に つ いて は,そ の 値 をTable 1に 示 した。S.aur-

eus 0.39,S.epidermidis 3.13,E.faecalis 3.13,

12.5,E.avium 100 お よ びP.bivia 25,100の 値 で あ っ

た。今回検出された嫌気性菌については抗菌力は弱かっ

たが,グ ラム陽性菌についてはセフェム系抗菌薬として

は良好なMIC値 を示 した。

副作用および臨床検査値の異常変動は認め られなかっ

た。なおTable 2に 本剤投与前後の臨床検査値の変動 を

示した。
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Table 1.Clinical summary treated with cefluprenam

NF:normal flora NT:not tested CNS:coagulase negative staphylococci

Table 2.Laboratory findings before and after cefluprenam treatment

抗生物質の組織移行は,感 染部位の異なる種々感染症

への適応,投 与量,投 与方法等を決定するのに治療の大

きな指針 となる。多施設共同研究で得 られた組織移行濃

度は骨盤死腔液で投与12時 間後で も10μg/ml以 上の

値であ り,ま た子宮体部で65～1μg/g,付 属器で35～4

μg/gの 値 を示 した。産婦人科領域で注 目すべ き菌種で

あ り,今 回我々の臨床 的検 討の中で も分離 され たE.

coil,E.faecalis,P.anaerobius な どのMIC90値 を十 分

に上回ることから,治 療効果は十分に期待できると考え

られた3)
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臨床成績は,投 与対象の多くが基礎疾患を有す る患者

でありながらも,本 剤の強い抗菌力 と良好な組織移行 を

反映し,1日1g2回 の5日 間投与で,9例 中7例 が有効

であった。細菌学的効果 でも9株 中7株 が除菌 され,本

剤の抗菌スペ ク トルを反映 した成績であった。 さらに副

作用 ・臨床検査値異常はまった く認められなか った。

以上の成績か らCFLPは1回1gを1日2回 の投 与

で産婦人科領域感染症 に治療効果が期待 できる薬剤であ

ると考えられた。
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Cefluprenam in obstetrics and gynecology

Koji Hirabayashi and Etsuko Okada
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Cefluprenam (CFLP), a new injectable cephalosporin, was investigated in 9 patients with obstetric and

gynecological infection by d.i.v. at a dose of lg, twice daily for 5 days. Diagnosis were puerperal en-
dometritis in 4 patients, pyometra in 1, pelvic cellulitis in 2, purulent lymphocyst in 1 and abdominal abscess
in 1.

The clinical effects of CFLP were good in 7 cases and poor in 2. The overall efficacy rate was 7/9 (77.
8%). Bacteriological response showed eradication in 2 cases, partial eradication in 2, replaced in 1 and
unkown in 4. No adverse drug reaction or abnormal laboratory findings were observed.


